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【
新
宿
・
電
気
通
信
・
関
口
弘

記
】
7
月
16
日
、
新
宿
支
部
恒
例

の
江
の
島
海
水
浴
、
今
年
は
参
加

人
数
51
人
で
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま

し
た
。

ま
ず
は
全
員
ラ
ジ
オ
体
操
で
、

体
を
よ
く
ほ
ぐ
し
ま
す
（
こ
れ
も

毎
年
恒
例
）
。
準
備
運
動
を
終
え

た
ら
早
速
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
。
み

ん
な
砂
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
大

人
、
子
ど
も
も
混
合
で
楽
し
み
ま

し
た
。
ス
イ
カ
割
り
も
、
ス
イ
カ

が
飛
び
散
っ
て
食
べ
ら
れ
な
く
な

ら
な
い
よ
う
、
ラ
ッ
プ
で
巻
く
ひ

と
工
夫
。
お
か
げ
で
、
皆
で
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
海
の
家
で
は
、
主
に
年
長

者
で
普
段
交
流
の
な
い
他
分
会
の

者
同
士
が
、
波
の
音
と
日
差
し
を

肴
に
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
（
将
棋
、
麻
雀
な
ど
）

に
興
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら

は
そ
ち
ら
で
大
変
有
意
義
な
過
ご

し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
※
飲

ん
だ
人
が
海
に
入
ら
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
景
品
を
用
意

し
、
後
半
は
番
号
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
夕

方
に
な
り
、
今
年
も
ケ
ガ
無
く
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

炎天下30分近くいかだをこぎ続ける

【
狛
江
・
設
備
・
南
谷
明
彦
記
】

狛
江
支
部
の
青
年
部
は
狛
江
市
が

企
画
し
て
い
る
「
手
作
り
の
い
か

だ
で
川
を
下
る
」
多
摩
川
い
か
だ

レ
ー
ス
と
い
う
地
域
活
性
化
イ
ベ

ン
ト
に
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
青

年
部
で
も
最
大
の
取
り
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
7
月
15
日

に
開
催
さ
れ
、
例
年
出
場
し
て
い

る
同
じ
土
建
の
仲
間
の
多
摩
西
部

支
部
、
渋
谷
支
部
そ
し
て
数
年
ぶ

り
に
参
加
の
調
布
支
部
の
4
支
部

の
青
年
部
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
越
え
た

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
猛
暑
の
中
30
分
近
く

い
か
だ
を
こ
ぎ
続
け
る
と
い
う
過

酷
な
も
の
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
で
の

冷
た
い
ビ
ー
ル
を
想
像
し
て
部
員

同
士
で
励
ま
し
あ
い
、
誰
一
人
力

を
抜
か
ず
全
力
で
レ
ー
ス
に
挑
み

無
事
ゴ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

レ
ー
ス
終
了
後
は
、
参
加
し
た

土
建
4
支
部
の
青
年
部
、
後
継
者

と
応
援
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
各

支
部
の
役
員
の
方
々
や
家
族
、
子

ど
も
た
ち
、
総
勢
68
人
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
な
い
、
レ
ー
ス
中
の

苦
労
な
ど
を
話
し

な
が
ら
楽
し
く
交

流
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

来
年
は
さ
ら
に

大
勢
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
、
多
摩

川
い
か
だ
レ
ー
ス

と
青
年
部
を
盛
り

上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

美味しく叩き割ってネ～

【
世
田
谷

・
書
記
・
原

孝
行
記
】
7

月
15
日
に
豊

島
園
に
て
西

部
ブ
ロ
ッ
ク

Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会

「
夏
の
大
交

流
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大

会
」を
開
催
。

37
度
の
酷
暑

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
6
支

部
1
5
8
人

と
予
定
を
上

回
る
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
組
合
員
と
家
族
が
東
京
土
建

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
趣
旨
も
あ
り
、
朝
9
時
か
ら

受
付
を
は
じ
め
、
希
望
者
に
は
乗

り
物
乗
り
放
題
＋
1
日
プ
ー
ル
券

を
配
布
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会
開
始
ま

で
の
自
由
時
間
は
家
族
で
存
分
に

豊
島
園
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
12

時
に
な
っ
た
ら
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
組
合
員

同
士
の
交
流
、
そ
し
て
そ
の
後
も

閉
園
ま
で
自
由
に
遊
ん
で
も
ら
う

と
い
う
形
式
を
と
り
ま
し
た
。

予
定
の
12
時
が
近
づ
く
と
、
今

ま
で
家
族
で
遊
ん
で
い
た
人
た
ち

も
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
場
に
続
々
と
集
合

し
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
。

ま
ず
始
め
に
、
世
田
谷
支
部
Ｐ
Ａ

Ｌ
の
会
会
長
の
島
田
さ
ん
よ
り
開

会
挨
拶
。
「
東
京
土
建
の
中
で
野

丁
場
従
事
者
が
年
々
増
え
て
い

る
。
賃
金
や
労
働
環
境
改
善
に
Ｐ

Ａ
Ｌ
の
運
動
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。

乾
杯
後
は
、
各
支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の

会
会
長
よ
り
代
表
挨
拶
を
頂
戴

し
、
大
抽
選
会
で
は
子
ど
も
た
ち

中
心
に
盛
り
上
が
り
、
多
く
の
参

加
者
に
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

子どもの声が響く大抽選会

【
豊
島
・
書
記
・
川
合
正
人
通

信
員
】
豊
島
支
部
で
は
、
7
月
16

日
（
海
の
日
）
、
第
2
回
「
ウ
ッ

ド
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
フ
ェ
ス
」
を
豊
島
区

役
所
1
階
の
セ
ン
タ
ー
ス
ク
エ
ア

で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
猛
暑
の
中
、
9
時
半
の

受
付
前
に
は
長
蛇
の
列
と
な
り
ま

し
た
。来
場
者
は
4
0
0
人
以
上
。

今
回
は
、
豊
島
区
の
姉
妹
都
市
で

あ
る
秩
父
市
が
、
木
材
提
供
を
含

め
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、
地
元

の
材
木
や
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
。
ま

た
、
豊
島
区
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

「
フ
ク
ロ
ウ
戦
士
ト
シ
マ
ッ
ハ
」

と「
ど
け
ん
太
郎
く
ん
」も
参
加
、

東
京
土
建
の
ア
ピ
ー
ル
に

一
躍
か
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。木

工
教
室
で
は
上
級
コ

ー
ス
（
イ
ス
作
り
）
と
初

級
コ
ー
ス
（
マ
ガ
ジ
ン
ラ

ッ
ク
）
を
実
施
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
内
装
ク

ロ
ス
の
補
修
・
網
戸
の
張

替
・
塗
装
実
践
講
習
・
住

宅
修
繕
の
話
な
ど
多
彩
な

催
し
を
行
な
い
、
私
た
ち
の
技
術

・
技
能
を
披
露
し
、
来
場
者
に
も

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た

「
木
っ
端
ト
イ
」
や
「
タ
イ
ル
貼

り
写
真
立
て
」
も
、
親
子
連
れ
に

大
変
好
評
で
し
た
。

ゴム鉄砲コーナーは大忙し

【
葛
飾
・
書
記
・
沼
美
幸
通
信

員
】
7
月
21
日
、
夏
休
み
最
初
の

工
作
教
室
が
東
奥
戸
児
童
館
で
開

か
れ
ま
し

た
。
担
当
す

る
奥
戸
分
会

は
夏
休
み
期

間
に
4
回
の

工
作
教
室
を
行
な
い
、
こ
の
日
は

そ
の
初
戦
で
す
。
そ
わ
そ
わ
し
な

が
ら
待
っ
て
い
る
と
、
14
人
の
指

導
員
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
児
童

館
3
階
が
会
場
な
の
で
、
材
料
や

道
具
を
運
び
込
み
、
準
備
を
整
え

て
子
ど
も
た
ち
を
待
ち
ま
す
。

人
気
は
ゴ
ム
鉄
砲
に
集
中
。
奥

戸
分
会
独
自
の「
ゴ
ム
鉄
砲
」は
、

あ
ら
か
じ
め
パ
ー
ツ
を
用
意
し
て

お
く
手
間
の
か
か
る
も
の
で
す
。

31
人
の
子
ど
も
が
参
加
し
、
そ
の

う
ち
18
人
が
ゴ
ム
鉄

砲
を
希
望
す
る
人
気

で
し
た
。
売
れ
筋
メ

ニ
ュ
ー
が
開
拓
で
き

た
の
は
嬉
し
い
の
で

す
が
、
偏
り
の
あ
る
状
況
に
分
会

役
員
の
顔
に
は
苦
笑
い
も
浮
か
ん

で
い
ま
し
た
。

入念に作戦を練る日吉分会チーム

【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
記
】
7
月
21
日
、
支
部
後
継
者

対
策
部
主
催
で
「
分
会
対
抗
ビ
リ

ヤ
ー
ド
大
会
」
を
開
催
。
会
場
は

府
中
近
辺
で
は
屈
指
の
名
店
「
ビ

リ
ヤ
ー
ド
・
ロ
ー
マ
ン
」
で
す
。

�
自
称
ハ
ス
ラ
ー
�
か
ら
�
ビ

ギ
ナ
ー
�
ま
で
、
若
手
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
が
39
人
集
ま
り
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
3
人
以
上
を
50
歳
未
満
の

組
合
員
と
す
る
編
成
と
し
、
春
夏

の
仲
間
づ
く
り
運
動
に
お
け
る
若

手
後
継
者
対
策
の
弾
み
を
つ
け
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

ブ
レ
イ
ク
シ
ョ
ッ
ト
で
試
合
開

始
。
試
合
形
式
は
一
撞
（
つ
）
き

ご
と
に
撞
き
手
が
交
代
す
る
Ｓ
ｈ

ｏ
ｔ
ｂ
ｙ
ｓ
ｈ
ｏ
ｔ
。「
撞
き
順

が
重
要
」
と
入
念
に
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
分
会
も
あ
れ
ば
、
序
盤
か

ら
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
を
積
み
上
げ

る
分
会
も
。
い
ず
れ
に
し
ろ
「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
勝
利
へ
の
近
道
」。

若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
交
流
も
進

み
な
が
ら
、ス
ー
パ
ー
シ
ョ
ッ
ト
、

珍
プ
レ
ー
も
続
出
し
、
メ
ン
タ
ル

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ビ
リ
ヤ
ー
ド
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
り
上

が
り
で
日
付
が
替
わ
る
頃
、
大
会

閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

トシマッハも硝子クリーニング

求

人

「ハスラー」からビギナーも

猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
面
白
イ
ベ
ン
ト

各
地
で
開
催

猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
面
白
イ
ベ
ン
ト

各
地
で
開
催

ビリヤードで午前様

６支部合同でＢＢＱ
自由時間は家族で豊島園

恒
例
の
江
の
島
海
水
浴

新宿

ス
イ
カ
割
は
ラ
ッ
プ
で
一
工
夫

府
中

国
立

西

部

Ｐ
Ａ
Ｌ

秩
父
市
が
木
材
提
供

豊島

大
好
評
の
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス

い
か
だ
で
交
流
深
め

狛江

多
摩
西
・
渋
谷
・
調
布
も

ゴ
ム
鉄
砲
が
大
人
気

葛飾

奥
戸
分
会
の
工
作
教
室


